






















２ 2004 年 23 号台風の概要 






過ぎには室戸市付近に再上陸、そして 18 時過ぎに大阪南部を通り、21 日午前 3 時頃に温
帯低気圧に変わった（図２）。 
 この台風の接近に伴い、砺波市では夕方から風速が 12m/s を超え、午後 9 時には最大風
速 19m/s を記録し、翌日の午前 1 時ぐらいまで強風が続いた（図３）。最大瞬間風速はおよ















３ 23 号台風による屋敷林被害 



















 2004 年 10 月の台風 23 号により、砺波平野の散村景観の特徴である屋敷林は大きな被害
を受けた。台風による風水害は自然災害であるものの、屋敷林の倒木の要因をみると、屋
敷林の手入れ不足という人災の側面があることがわかり、必ずしも自然のみが要因の自然
災害とはいえない。 
 例えば、アルミサッシの普及により、屋敷林の防風林としての機能があまり必要とされ
なくなり、中低木が取り払われたこと、衰退の進んだスギのみの屋敷林となったところが
強風に耐えられず倒木被害を発生してしまったこと、薪炭を燃料として使わなくなり、屋
敷林に枝打ちなどの手入れをしなくなったこと、居住者が高齢化し手入れがままならない
ことなどがその要因である。これらが複合的に組み合わされ、強風に耐えられない屋敷林
を生み出した。その結果、台風による倒木被害が拡大してしまった。 
 現在の生活の中で屋敷林を保全するのは容易ではないことが今回の被害から明らかとな
った。しかしながら、砺波の散村の屋敷林は日本の農村を代表する景観の一つであること
から、住民と行政の協働による保全活動がこれまで以上に活発に行われていくことを期待
したい。 
 
参考文献 
砺波散村地域研究所（2001）：『砺波平野の散村』砺波散村地域研究所，55p． 
由比栄造（2005）：気象データからみた台風23号の特徴．砺波散村地域研究所紀要22，40-43． 
堀越勝（2005）：台風 23 号による砺波市内社叢の倒木被害について．砺波散村地域研究所
紀要 22，53-63． 
新藤正夫（2005）：台風 23 号による砺波市小島集落の屋敷林被害．砺波散村地域研究所紀
要 22，74-77． 
